
 

 

年齢を重ね、途中転職も経験しながら、長年

仕事をしてきた中で感じていたことが、今の仕

事への第一歩であったと思います。定年前は

「その後はどうやって生きるのか」が課題でし

た。また、バブル経済の崩壊や、会社の存続に

関わる事件、仕事場を失う、東日本大震災、と

次々と思い出されます。そのような中にあっ

て、ある広報に“いのち”という言葉が印象的に

残りました。そして、その後の活動のきっかけ

ともなりました。秋田での仕事場は無くなりま

したが、大宮へ単身赴任をさせてくれた会社に

は、感謝しています。  

その年は、東日本大震災の年であり、今年で

１０年となりますが、教員で、産休に入った娘

がお産で命を落とすという信じられない事態

が起こったのもこの年でした。  

生前娘はわたしのことを「お母さんは中途半

端」と言っていました。思い起こすと、現在、

某大学で学習する事のきっかけには、この娘の

ひとことがありました。自分より年長者の学ぶ

姿勢、若くとも目標に向かう姿を目の当たりに

出来ました。先人たちが研究を重ね、引き継が

れる知恵や知識を学び、昔と違った学びなおし

から、これからの自分を見つめる機会に巡り合

いました。  

そして、この投稿をするにあたり、前向きで、

斬新な感覚のある恩人との出会いがありまし

た。さて、これからどのような人、出来事との

出会いがあるのでしょうか。そしてどのような

思いや気づきをするのでしょうか。考えると、

好奇心は止まりません。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋田県内在住の産業カウンセラーの皆さん、こんにちは！  回覧板冬号をお届けします！  

今思うこと 

秋田ふれあいこまち会  松本美知子  

新春（編集部注：執筆時）のスタートに当た

り、リレー投稿を承りました。コロナ禍にあっ

て私達の生活も変わってしまいました。わたし

の生活も様変わりしました。昨年１月で今まで

継続雇用されていた企業を退職し、縁あって一

昨年取得の資格（キャリコン）を活かした仕事

をさせていただいています。これまでを思い起

こし、今思うことを述べてみたいと思います。  

今から 50 数年前、長野で高校生まで過ごし

て、高度成長期で就職率（女子）の良かった東

京の短期大学に進学しました。当時、わたしが

通う学校には、大人びた年齢差のある方が多く

学んでいたことに、驚いたことが思い出されま

す。社会に出てお金を貯め、資格取得やら教養

を身に付けるという目標をもって入学していた

のです。  

最初の仕事に就いた時にも、そのような人に

出会いました。彼女はどう見ても数字を扱う銀

行員とは少々かけ離れており、仕事ではミスの

連続でしたが、宴会では、楽観的で明るく元気

に、当時はやりのピンクレディーなどの物まね

や歌で、皆を楽しませてくれました。彼女は２

年間で学費を稼ぎ、保育士を目指して学校に通

う為に退職しました。目標に向かう彼女には適

職と誰もが納得しました。自分自身の過去を振

り返った時、彼女たちのような目標や価値観、

信念といったものがあったか？と問うと、自分

の生きてきた時代背景や環境のせいにして、自

分の存在すら考える事がなかったなぁと思いま

す。別の見方をすればそれだけ一日一日の生活

を懸命に生きていたのかもしれません。  



 

 

 


